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論文 内 容 の 要 旨

 目的

 エフェドリンは呼吸器ならびに循環器系障害に対し

て広く使用されている薬物であるが，その催奇形性は

あまり知られていない．しかし最近，交感神経作働薬

が心奇形を誘発するという報告があり，エフェドリン

についても催奇形性の検討が必要である．著者はラッ

トを用い，エフェドリンが心・血管系の発育におよぼ

す影響を調べ，また同時にエフェドリンの胎盤通過性

を検討した．

 研究材料および方法

 1一塩酸エフェドリンを妊娠9，10および11日目の

Wistar－lmamichiラットの腹腔内に0．1，1，10，50

mg／kgの量で1回投与し，妊娠20日目に胎仔を解剖し

て，形態学的に観察した．母体数は54匹（うち15匹は

対照）．胎仔数は吸収・死亡胎仔8匹を除き697匹（う

ち188匹は対照）である．また別に妊娠10日目のラット

を用い，エフェドリン投与後の母体血中および胚中の

エフェドリン量をガスクロマトグラフィにより測定し

た．

 結果および考察

 1，エフェドリン投与群でラット胎仔に心奇形が認

められた．発生頻度は，全体で20．6％（105／509例），

投与量別では0．1，1，10，50mg／kg投与群において，

それぞれ8．2，15．7，21．7，27．2％であった．

 2．妊娠9，10および11日目に投与した群の間で心・

血管系奇形の発生率に有意の差はなかった．

 3．心奇形はいずれも心室中隔欠損で，そのうち

1．9％は大動脈騎乗を伴っていた．

 4．外表奇形や心臓以外の内臓諸臓器の形成異常は

認められなかった．

 5．エフェドリンの母体血清および畠中の濃度は投

与1時間後に最高値を示し，以後はどちらも経時的に

減少した．半減期は母体血清で90分，胚で115分であっ

た．これによってエフェドリンが胎盤を通過すること

が示された．

 結論

 エフェドリンを投与したラットにおいて，その胎仔

の心および大動脈に奇形の発生がみられ，かつ用量依

存性であることを明らかにした．エフェドリン投与後，

胚中にエフェドリンが高濃度に検出され，胎盤通過性

が証明されたことは，エフェドリンの妊娠動物への作

用を考慮する上に意義があるものと考える．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は交感神経作働薬として広く用いられているエフェドリンにつき，その心・血管系に対する

催奇形効果を証明し，作用機序についても示唆を与えたもので，学術的価値が高いものと認める．
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